
ウェルビーイング：未来のくらしとまち

市毛博之1, 田岡祐樹2

1. 大学院 医歯学専攻・寄付講座 茨城地域医療学講座
2. 環境・社会理工学院

0



Yuki Taoka, Institute of Science Tokyo

テーマ概要
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背景
• 人・もの・自然など多様な主体を支える新たなまちへの変革が求められている。
• 未来社会の課題を「自分ごと」として捉え、ありたい未来像を具体化し、自身の行動変容も必要

シナリオ創出時のゴール（案）
• 2050年の「ありたいくらし」のシナリオを共創する
• 2050年に、多様なアクターが自分らしく生き生きと暮らせるまち

アプローチ
• リビングラボ x みらいビジョンドリブン

期待される成果
• 複数の未来シナリオと、そこに暮らす人々の生活イメージを可視化。
• 多様なステークホルダーとの共創により、ユーザー視点・未来視点に立脚した最新のサービスデザイン

方法論に基づく発想プロセスの体験。
• 学術成果：社会課題を自分ごととして、自社の事業や地域の課題と結びつけて考え、発想を促す手法。

    多様な人々が生涯にわたり創造的に貢献できる手法の開発。リビングラボの方法論。
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メンバー
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助教
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助教
市毛博之

助教
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准教授
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研究員
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研究員
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リビングラボ
1. 「リビングラボ」とは、生活に近い場（リビング）で
生活者（市民、ユーザ）を含む多様なステークホルダと共に
課題や価値を探索しながら（ラボ）サービスを生み出す仕組み

2. ４つの原則 [Living Lab Laboratory Japan 2025]

(1)リビング：クローズドな実験室やスタジオだけではなく、実生活の場や社会の中で、
     社会課題解決や未来創造のための活動

(2)ラボ：出来る限り早い段階から、プロトタイプをつくり、それを社会・生活の場で試しながら具体化
・実現。技術や製品、サービスだけでなく、地域における活動や社会システムなど、非常に広範

(3)共創：生活者（市民、ユーザ）、企業、行政（地方自治体）、研究機関など、多様なステークホルダが、
課題解決や価値創造に向けて共創。

(4)エンゲージメント：生活者が、長期的に関与・参加する活動。生活者を、単発的なワークショップや
実験の参加者ではなく、様々なタイミングでプロジェクトに関与する「パートナー」と位置付け
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みらいビジョンドリブン
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• 実現したい未来を思い描き、バックキャストしてその未来に行き着くための近い
未来を創造する発想方法

• 未来を先に発想することで制約を取り払ってありたい未来を目指す

メリット
・理想を追求できるため、革新的なアイデアを生み出しやすい
・長期的な目標に向かって、現実にとらわれない組織の方向性を得ることができる

現在

実現し
たい
未来
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みらいリビングラボ概要
● 多様な関係者が創造性を発揮し、未来社会を自分ごととして具現化する場として

共創活動・研究活動を行う。

● 社会のさまざまな人の共創活動への参加を可能とし、社会を一歩ずつ変えていく

ための仕組み・方法論を研究する。

● 社会課題を一人ひとりが自分ごと化し、ありたい未来に向けた行動をとることを
促す方法論として、ワークショッププログラムやツールを開発する。

企業

生活者

行政

学生

技術

知識

ノウハウ

ニーズ

課題解決を実装する
多様な人によるチーム

未来社会を支え
る技術の循環

研究者

未来社会を実現する
製品・サービス

みらいリビングラボ

専門家
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２０２５・２０２６年度の計画
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２０２５年度の活動
• メンバーの紹介、メンバーの関心の共有

• ２０２６年度以降に検討する「みらいのまち」における機会領域の探索

２０２６年度の活動
• 年3〜4回、各回3時間程度のワークショップを実施

• 展示などを通し様々な人の意見の収集

• より詳細なテーマを設定し、複数の未来シナリオとそこに暮らす人々の生活イメージを可視化
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中間アウトプットイメージ

大岡山・すずかけ台の大学祭にて展示・ワークショップ

毎回、数百名の方が来場
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未来シナリオ
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展示を通じて
多様な意見を収集する

https://miraikuusoushimbun.com/2042_unlock/https://www.dlab.titech.ac.jp/scenarios/



これまでの活動
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キックオフイベント
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目的
今後の活動に向けて、参加者のみなさんが「検討してみたいこと」を
探索することを目的とします

日時：2025/11/3 3時間
参加者数：13名

活動
・自己紹介
・関心の共有
・未来社会シナリオの発想

わたしたちのウェルビーイングカード https://socialwellbeing.ilab.ntt.co.jp/tool_measure_wellbeingcard.html
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アウトプット：検討してみたい領域
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ワークショップ１
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目的
• 今後の活動に向けて、未来社会像の発想に親しむこと
• 参加者のみなさんが「検討してみたいこと」を探索することを目的とします

日時：2026/03/04 3時間

参加者数
• 14名：9社
•   5名：大学生・大学院生
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ワークショップ１の様子
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• 技術体験 ：VR技術体験を通じて、技術の影響を感じる
• 未来年表 ：2050年時点に起きうること
• 技術カード：これから社会に普及すると予測される技術
• 統計データ：「2026年の今」や「2050年に起きそうな変化」

未来年表（生活総研）
https://seikatsusoken.jp/futuretimeline/
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アウトプットの例
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まとめ・今後の計画
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まとめ
• ワークショップを2回実施

• 参加企業の関心領域を探索した

今後の計画
• 5月~9月: 3回のワークショップで、未来シナリオの検討

• 10月: 工大祭でシナリオの展示・フィードバックの収集

• 2月: シナリオのブラッシュアップ。バックキャスト
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